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剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、2022年２月 24日開催の取締役会において、下記のとおり、2021年 12月 31日を基準日とする剰余

金の配当を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 剰余金の配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2022年２月 10日公表） 

前期実績 

（2020年 12月期） 

基 準 日 2021年 12月 31日 同左 2020年 12月 31日 

1 株 当 た り 配 当 金 11円 00銭 同左 ４円 00銭 

配 当 金 総 額 991百万円 － 360百万円 

効 力 発 生 日 2022年３月 11日 － 2021年３月 12日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

当社は、剰余金の配当の決定にあたり、株主還元を経営上の最重要課題の一つと考え、当社の持続的な成

長と企業価値の向上のための投資や様々なリスクに備えるための財務健全性とのバランスを考慮したうえで、業

績に応じた利益配分を行うことを基本方針としております。 

また、中長期的には、連結配当性向は親会社株主に帰属する当期純利益の 35％前後を望ましい水準と考え

ており、これを目途に毎期の配当額を決定することとし、かつ安定的な配当の継続を目指しております。 

配当時期につきましては中間及び期末の年２回を基本とし、株主の皆様への利益配当をはじめとする剰余金

の配当等を機動的に実施するため、定款により剰余金の配当等の決定機関を取締役会としております。 

当事業年度の期末配当につきましては、上記方針等を勘案し、１株当たり 11 円とさせていただきました。これ

により、当事業年度の年間配当金は、中間配当（１株当たり９円）を含め20円となり、連結配当性向は36.2％とな

ります。 

なお、2020年 12月期は決算期の変更に伴い、2020年４月 1日から 2020年 12月 31 日までの 9 ヵ月決算と

なっております。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期末 合計 

当 期 実 績 ９円 00銭 11円 00銭 20円 00銭 

前 期 実 績 

（2020年 12月期） 
５円 00銭 ４円 00銭 ９円 00銭 

 

 以 上 


